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	アリゾナ州不法 移民取締法：連邦最高裁が違憲判決
	２０１２年６月２５日に米国連邦最高裁は、アリゾナ州の不法移民取締法SB1070の4つのうち3つの条項に対し違憲判決を下した。 不法移民の取締権限は、アメリカ合衆国憲法で連邦政府の管轄と定められているため、州政府が独自の不法移民取締法を可決・施行することは、連邦政府の権限の侵害であるとの理由である。
	アリゾナ州はメキシコと国境を接するために、大量の不法移民流入や麻薬密輸犯罪などの問題などに対する解決策を追求していた。一方、議会では包括移民制度改正法が一向に進まないため、アリゾナ州はついに2010年4月に独自の移民法取締法案SB1070を可決したのであった。この法案は、現地の警察官に不法移民取締の権限を与え、不法移民を摘発しようという目的であった。ところが、この法案の中には、犯罪に関与した疑いがなくても、外見だけで不法移民であるという疑いがあれば、警察官は滞在資格の確認を行うことができるという内...
	しかしながら、連邦政府からの批判にもかかわらず、ユタ州、インディアナ州、ジョージア州、アラバマ州、そしてサウス・カロライナ州でも次々と同類の不法移民取締法を可決していった。アラバマ州では、地元警察だけでなく、学校の先生にも生徒の滞在資格を確認することを義務づける条項を盛り込むなど、さらに厳しい内容となった。これら州政府に対し、連邦政府のほかにも各団体が訴訟を起こしたため、各州の最高裁で問題視されているほとんどの条項の施行に対し暫定的差止命令が言い渡された。この間、各州はアリゾナ州に対する連邦最高裁...
	結果、2012年4月25日には連邦最高裁では、アリゾナ州の不法移民取締法の４項目に対してヒアリングが行われた。　ヒアリングでは、連邦最高裁は、連邦政府の無政策に対し痺れをきらして自州を不法移民から守る独自の対策をとったアリゾナ州政府に対して同情的であるようにみられた。しかしながら、２ヵ月後の判決文には、メキシコと国境を接するアリゾナの特殊な地理的環境と、他州に比べ不法移民の犯罪率の多さなどを確認しながらも、一方では、人道的要素と外交的要素が複雑にからんでいる不法移民対策について、アメリカ合衆国は連...
	米国連邦最高裁が違憲と判断したのは、外国人の身分証明書携帯を義務化し、意図的な不携帯を犯罪視する条項；不法移民の州内における就職活動や就労行為を犯罪視する条項；さらに、退去処分の対象となるような公的犯罪を犯した疑いがあるものを礼状なく逮捕できる条項、の３項目である。
	しかしながら、一番問題視されていた、現地の警察に与えられた移民法上の権限については、現時点では違憲となる要素はみられないとの判断が下された。つまり、交通違反等何らかの違反で警察官に止められたり、拘束・逮捕された場合において、不法滞在であるという合理的疑いがあれば、警察官は滞在資格を確認する義務があるという条項である。この条項のなかには、アリゾナの運転免許証が合法滞在の証拠となること；警察は被疑者の人種、皮膚の色や出身国などを根拠に不法移民の疑いをもってはならないこと；さらに、警察は連邦政府が定める...
	さて、連邦最高裁の判決により、ジョージアを含む同類の法案を可決した州では、何らかの違反行為で警察官に拘束・逮捕された場合は、身分証明書の掲示を求められることが考えられるため、外出するときは必ず身分証明書類を携帯するよう注意する必要があるでしょう。

